
 【本件に関するお問い合わせ】 くすりの適正使用協議会 山崎/安井 

Tel：03-3663-8891 Fax：03-3663-8895 Mail：edu@rad-ar.or.jp 

報道関係者各位                           2020 年 7 月 8 日 

 

 

 

 

一般社団法人 くすりの適正使用協議会（東京都・中央区、以下協議会）は、6 月 25 日に第

5 回定時総会において役員改選を行い、6 月 30 日に理事会において理事長・副理事長を選

任しました。 

新役員は別紙１のとおりです。理事長に俵木登美子が、副理事長に高橋洋一郎がそれぞれ再

任されました。役員の任期は 2 年です。 

今回の役員改選においては、協議会活動の透明性・公平性を一層高めることを目的に、製薬

企業会員以外の、日本医師会、日本薬剤師会、アカデミア、患者支援団体から理事を初めて招

聘しました（別紙１）。 

この新役員体制により、別紙２の新中期活動計画 MIRAI 20-22 を強力に推進してまいり

ます。MIRAI は、Medicine Information-Reliable, Accurate and Informative の

頭文字をとったものです。 

一般の方々がスマートフォン等で様々な情報に簡単にアクセスできるようになりましたが、

手に入る情報が信頼できるものであるかどうかの判断は容易ではありません。このような環境

下において、2018 年 3 月に宣言した 6 団体共同ステートメント※の内容を実践し、一般の

方々に、医薬品に関する信頼できる情報を提供することの重要性がますます高まっています。  

協議会では、新中期活動計画を定めるにあたり、改めて協議会の VISION と MISSION を

以下のとおり明確化し、このもとに、「信頼できる情報を届ける基盤作り」を全体目標として新

中期活動計画の活動を行っていきます。 

※共同ステートメント－健康や医療・医薬品に関する情報を正しく理解していただくために－ 

https://www.rad-ar.or.jp/information/pdf/nr17-180328.pdf 

新役員体制のお知らせと新中期活動計画の推進 

〒103-0016 東京都中央区日本橋小網町 12 番地 7  

日本橋小網ビル 3 階 
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一般社団法人 くすりの適正使用協議会 

●Vision  誰もが健康な生活を実現するため、信頼できる情報をもとに判断し、 

行動できる社会を目指す。 

 

●Mission 信頼できる情報を -作ります 

                               -繋ぎます 

                               -広めます 

信頼できる情報の -見分け方を広めます 

                -作り方を広めます 
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一般社団法人くすりの適正使用協議会 役員 （任期：2020 年 6 月～2022 年 6 月）  （敬称略） 

 

 理事長 俵木 登美子 一般社団法人くすりの適正使用協議会 

 副理事長 高橋 洋一郎 一般社団法人くすりの適正使用協議会 

 理事 押田 卓也 アステラス製薬株式会社 

 理事 赤名 正臣 エーザイ株式会社 

（新） 理事 望月 眞弓 慶應義塾大学 

（新） 理事 山口 育子 認定 NPO 法人ささえあい医療人権センターCOML 

（新） 理事 田中 裕幸 塩野義製薬株式会社 

 理事 小暮 誠二 第一三共株式会社 

（新） 理事 小関 敬子 大日本住友製薬株式会社 

（新） 理事 村瀬 勝人 武田薬品工業株式会社 

 理事 小林 義広 田辺三菱製薬株式会社 

 理事 大箸 義章 中外製薬株式会社 

（新） 理事 今村 聡 公益社団法人日本医師会  

 理事 成田 喜弘 日本新薬株式会社 

（新） 理事 田尻 泰典 公益社団法人日本薬剤師会  

 理事 嶋崎 寿美代 ノバルティス ファーマ株式会社 

 監事 三輪 亮寿 三輪亮寿法律事務所   

（新） 監事 塩川 宗二郎 Meiji Seika ファルマ株式会社 
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中期活動計画 MIRAI 20-22 

全体目標：信頼できる情報を届ける基盤作り 

 

 

1. ミルシル プロジェクト―信頼できる医薬品情報提供サイトの構築  

くすりのしおりサイトは、2019 年は月平均 1,386 万ページビューを記録し、その 8 割はス

マートフォンからのアクセスでした。一般の方々からのアクセスは 7 割に上り、くすりのしおり

の内容をよりわかりやすく、読みやすいものに見直すとともに、このサイトをくすりのしおりに

各種の患者さん向け情報を連携させたサイトとして再構築し、信頼できる医薬品関連情報を提

供していきます。これに合わせ、当協議会サイト全体も再構築を行います。 

※ 当該サイト構築の目的は「医療・医薬品情報を見る、知る」ことのできる環境づくりであ

り、ミルシル プロジェクトと命名しました。 

 

2. 教育・一般啓発の基盤構築 

医薬品医療機器法に「国民の役割」として、薬を適正に使用することと薬について理解を深

めることが明記されていることを踏まえ、「くすり教育」の支援、一般社会に向けた啓発活動に

取り組んできました。さらにこの活動を推進していくため、学校教育・一般啓発、それぞれの対

象に応じた効果的な情報発信の方法を開拓していきます。昨今、大きな課題となっている「ポ

リファーマシー」の問題も含め活用できる資材の充実を図ります。 

 

3. 患者・医療関係者連携の基盤構築 

患者さんと医療関係者のコミュニケーションの重要性は、常に指摘されるところです。超高

齢化社会を迎える中、介護関係者も含めた各医療関係者に応じた効果的な情報発信の方法を

開拓し、テーマ別の資材の作成と充実を図ります。また、グローバル化が進む社会に対応し、英

語版くすりのしおりのさらなる充実をはじめとして、多言語化が進む環境を意識した情報発信

を推進します。さらに、医療・医薬品関連技術の急速な進歩に伴い、先進医療製品への理解を

促し適正使用に必要なコミュニケーションが適切に行われるよう、今後発生する新たな課題に

も迅速に対応できるような体制を構築します。 

 

4. データベース研究の成果創出に向けた基盤構築 

当協議会は創立以来、薬剤疫学の普及とその活用を推進してきました。医薬品の製造販売後

調査の一つとして製造販売後データベース調査が位置づけられ、薬剤疫学の実践的な活用が

期待されています。各種団体やアカデミアとも連携・協働し、一企業としては難しいリアルワー

ルドデータを活用した研究の成果創出のため、その基盤作りに取り組みます。 
 以 上 



VISION及びMISSIONの策定と
新中期活動計画“MIRAI 20-22”始動

～信頼できる情報を届ける基盤作り～

一般社団法人 くすりの適正使用協議会
2020年7月8日



活動紹介

当協議会について

VISION ＆ MISSION

中期活動計画 MIRAI 20-22



当協議会について



RAD-AR活動の目的

医薬品に本来備わっているリスクとベネフィットを
科学的、客観的に評価・検証し、その結果を社会
に提示することで医薬品の適正使用を促し、患者
さんのメリットに寄与すること

Risk/Benefit Assessment of Drugs-Analysis & Response



当協議会の会員

くすりの適
正使用協

議会

特定会員
174社*

個人会員

9名

賛助会員

6社・

1団体

製薬企業
会員

24社

2020.4.1 小野薬品工業
株式会社が入会

*製薬企業会員を含む
数値は2020年5月現在



創立から現在まで

6

1989.5.29

参加企業11社
により

日本RAD-AR
協議会創立

「くすりのしおり」を
ホームページに

掲載開始

「くすりの適正
使用協議会」

に改称

薬剤疫学
入門セミナー

開始

2007.4

PMDAサイトと
くすりのしおり

がリンク

くすり教育
出前研修開始

2008.11

2012.4

理事長に
黒川 達夫就任

CIOMS WG Ⅸ
翻訳版を発刊

一般社団法人に
移行

2015.5

理事長に
俵木登美子就任

2015.9

2016.4～

2018.11

6団体による
共同ステート
メント発表

2018.3

理事長に
海老原格

就任

1997 20032000.7

RAD-AR
News創刊

2019.5

2017 2020.32019.3

各種啓発資材の作成



前 中期活動計画2017-2019の取り組み

くすりのしおりの
公開

くすり教育の支援
医薬品の知識の

啓発
薬剤疫学の普及

啓発

医薬品を正しく理解し、
適正に使用する

バランスのとれた医薬品
情報（効き目と安全

性）を獲得する

病気の治療に自分の
意思を反映させる

セルフメディケーション
／セルフケアを正しく実

践する

【実現したい姿】

キーコンセプト

医薬品リテラシーの育成と活用



前 中期活動計画2017-2019の取り組み
さまざまな対象への
啓発冊子・PPT資材等を作成・普及

 HPに掲載するほか、Facebook、Instagram等のSNSでの拡散。
 日本宝くじ協会、日本家族計画協会等の他団体連携による資材の拡散。
 E-learninngによる薬剤師への情報提供。



前 中期活動計画2017-2019の取り組み
くすり教育のサポート
“くすり教育出前研修”や“教材貸出”

実践参加型出前研修
・富山県薬剤師会（2018/8/26）
・調布市薬剤師会（2018/12/8）
・栃木県学校薬剤師会（2019/5/12）
・茨木市薬剤師会（2019/6/9）
・鶴岡地区薬剤師会・学校薬剤師部会（2019/11/21）
・乙訓学校薬剤師会（2019/11/10）
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前 中期活動計画2017-2019の取り組み

薬剤疫学の
セミナーを開催

 薬剤疫学入門セミナー（毎年７月）
 製造販売後データベース調査立案の

グループ討議形式セミナー(2018年、2019年）
 レジストリセミナー（2020年2月7日）
 薬剤疫学を学ぶ会（毎年2月頃）



前 中期活動計画2017-2019の取り組み

他団体との連携強化
2018年3月、６団体で共同ステートメント発信

－健康や医療・医薬品に関する情報を正しく理解していただくために－
• 私達は、医療・医薬品に関する基礎知識の普及啓発を図ってまいります
• 私達は、医療・医薬品に関する関係者間の共通認識の醸成に取り組みます
• 私達は、専門家の活用をお奨めします

役職等は当時



前 中期活動計画2017-2019の取り組み
共同ステートメントを受け、
一般向けのシンポジウム開催

日本薬剤師会学術大会・県民公開講座

「その情報、信じていいの？
～正しい医療情報の見極め方、検索のポイントとは～」
日本薬剤師会と共催

2019年10月14日

公開シンポジウム

「知っておきたい「くすり」の話」
医薬品医療機器総合機構と共催

2018年10月21日



前 中期活動計画2017-2019の取り組み
日本製薬工業協会との協働活動として
ポリファーマシー問題への取組み

• 高齢者の医薬品適正使用、ポリファーマシー問
題で、日本製薬工業協会と協働

• 啓発冊子「あなたのくすり いくつ飲んでいます
か？」を共同制作、公表（2020/3/24）

• 厚生労働省より、3/24付で冊子の活用につい
て事務連絡発出

• 全国の薬局等での啓発のため、日本薬剤師会、
日本病院薬剤師会、日本保険薬局協会、日
本チェーンドラッグストア協会 に活用依頼

監修：東京大学大学院
医学系研究科老年病学 教授 秋下 雅弘
厚生労働省

制作：一般社団法人 くすりの適正使用協議会
日本製薬工業協会

冊子の内容
なぜ、高齢者では薬の数が増えるの？
なぜ、高齢者では副作用が起こりやすいの？
 「なにか変だな」「いつもと違う」と感じたら？
相談する時は具体的にどうすればいいの？
日頃から、注意しておくことは？



前 中期活動計画2017-2019の取り組み
英語対応マニュアルの策定（近日公表予定）

訪日外国人の増加に対応した英語対応マニュアルを策定。
近く公表予定。



VISION ＆ MISSION



取り巻く環境と協議会の強み

環境変化に対応した協議会
にしかできない活動を。

外
部
環
境

協
議
会
の
強
み

 IT環境の急激な進歩
 スマホの普及
 真偽不明の医療・医薬品情報の氾濫
 信頼できる情報を求める患者

 訪日外国人の増加
 GPSP省令改正による製造販売後DB
調査の実装

 薬剤師業務の「物」から「人」への推進

 くすりのしおりへのアクセス急増
 174社に上る製薬企業とのネットワーク
 1社ではできない活動の実績

 関係団体、アカデミアとの連携実績
 くすり教育分野でのノウハウ提供実績



MISSION
～私たちの使命～

信頼できる情報を
-作ります
-繋ぎます
‐広めます

信頼できる情報の
-見分け方を広めます
-作り方を広めます
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VISION
～私たちが実現したい社会～

誰もが健康な生活を実現するため、
信頼できる情報をもとに判断し、
行動できる社会を目指す



中期活動計画 MIRAI 20-22

Medicine Information-Reliable, Accurate and Informative



MIRAI 20-22 全体目標

信頼できる情報を届ける基盤づくり

信頼できるサイトの構築

医療・医薬品情報を見る、知る「ミルシルプロジェクト」

教育・一般啓発の基盤構築

患者・医療関係者連携の基盤構築

DB研究成果創出に向けた基盤構築



信頼できる医薬品情報提供サイトの構築
医療・医薬品情報を「見る、知る」サイト構築

「ミルシル プロジェクト」

患者さんへの服薬指導用説明書

協議会が提供する「くすりのしおり®」は、製
薬企業174社が医療用医薬品添付文書を
もとに患者・家族に理解しやすくコンパクトに
まとめた医薬品情報シート。

 16,000枚以上の「くすりのしおり®」が提供さ
れており、2019年は月平均アクセス数
1,386万ページビューを記録。

各種システムにも搭載されて閲覧されており、
高いユーザー満足度を達成。

高いアクセス数実績を利用して、「くすりのし
おり®」を軸とした医薬品関連情報の提供サ
イトを構築する計画



医療・医薬品情報を「見る、知る」サイト構築

「ミルシル プロジェクト」 イメージ

「くすりのしおり®」を軸として
疾患情報やRMP資材などの
関連情報を繋げる
プラットホーム型の
サイトを構築する



サイト構築の検討課題

新しおりの
記載内容

• 「患者さん向け」情
報としてどうあるべき
か

連携情報
• どのような情報と連
携すべきか

製薬企業作成資材
PMDAサイト提供資材
外部情報サイト

信頼性確保
• 連携情報の審査基準
• 情報更新の在り方

ユーザビリ
ティ
• 直感的で使いやす
いサイトづくり



（参考）くすりのしおり®の作成数の年次推移
くすりのしおり®は、
医療用医薬品のうち

約74％*
日本語版

16,071枚
英語版

9,900枚
を網羅 ※2020.5月末現在

＊くすりのしおりがなじまないと思われる軟膏基剤等を除く



（参考）くすりのしおり®サイトアクセス数の推移

アクセス数は
2019年月平均

1,386万
PV（ページビュー）

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwjGuNu028ziAhXuyYsBHYDOBagQjRx6BAgBEAU&url=https://illustrain.com/?p%3D26365&psig=AOvVaw3rBqLziDFSbE5be4DFWV54&ust=1559630680637863


（参考）くすりのしおり®の活用

しおりを活用中の
システムは

45以上
介護、電子お薬手帳シ
ステムへの搭載が目立つ

くすりのしおりデータ

電子カルテなどレセプトコンピュータ、
薬歴管理システムなど

電子お薬手帳

介護系システム

ポータルサイト

医療者向けシステム

一般向けシステム
【主な連携先】
IQVIA、（株）アイセイ薬局、
（株）EMシステムズ、エムスリー（株）、
一般社団法人大阪府薬剤師会、（株）Qlife、
シミックヘルスケア（株）、日本医師会ORCA
管理機構（株）、公益社団法人日本薬剤師会
PHC（株）、（株）フリービットEPARKヘルスケア

etc



（参考）くすりのしおり®の満足度調査結果（概要）

ユーザー満足度は
5段階中

4.3point
※2019.10.24～2020.4.2調査、
サイト閲覧者53,605名回答

 くすりのしおり®サイトにおいて、お役立ち度について５段階の簡易アンケートを実施
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職能団体、アカデミア、患者支援
団体から４名の理事を招聘



私たちのMISSIONを
真摯に実現していきます
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MISSION
～私たちの使命～

信頼できる情報を -作ります
-繋ぎます
-広めます

信頼できる情報の -見分け方を広めます
-作り方を広めます




